
JP 2012-201042 A 2012.10.22

10

(57)【要約】
【課題】優れた耐水圧、透湿防水性および耐久性（洗濯耐久性）を有し激しい降雨時など
においても、外観に優れた透湿防水性布帛を提供することを目的とする。
【解決手段】本発明の透湿防水性布帛は、繊維布帛の片面にポリウレタン系樹脂膜が形成
され、以下の（I）～（V）を満足することを特徴とする。
（I）ポリウレタン系樹脂膜は乾式微多孔質膜および乾式無孔質膜を含み、該乾式微多孔
質膜は繊維布帛に接する面に設けられており、該乾式無孔質膜が乾式微多孔湿膜における
繊維布帛と反対側の面に設けられている。
（II）乾式無孔質膜がエーテル系ポリウレタンを主成分とする。
(III)乾式微多孔質膜がフッ素系撥水剤を含有している。
（IV）乾式無孔質膜が５～１５％の膨潤率を有し、かつ乾式微多孔質膜の膨潤率が乾式無
孔質膜の膨潤率より低いものである。
（V）６０～５００ｋＰａの耐水圧、ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法に従って測定され
た４０００～１００００ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓの透湿度、およびＪＩＳ　Ｌ－１０９９　
Ｂ－１法に従って測定された８０００～１５０００ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓの透湿度を有し
ている。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維布帛の片面にポリウレタン系樹脂膜が形成され、以下の（I）～（V）を満足するこ
とを特徴とする非膨潤性を有する透湿防水性布帛。
（I）ポリウレタン系樹脂膜は乾式微多孔質膜および乾式無孔質膜を含み、該乾式微多孔
質膜は繊維布帛に接する面に設けられており、該乾式無孔質膜が乾式微多孔湿膜における
繊維布帛と反対側の面に設けられている。
（II）乾式無孔質膜がエーテル系ポリウレタンを主成分とする。
（III）乾式微多孔質膜がフッ素系撥水剤を含有している。
（IV）乾式無孔質膜が５～１５％の膨潤率を有し、かつ乾式微多孔質膜の膨潤率が乾式無
孔質膜の膨潤率より低いものである。
（V）６０～５００ｋＰａの耐水圧、ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法に従って測定され
た４０００～１００００ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓの透湿度、およびＪＩＳ　Ｌ－１０９９　
Ｂ－１法に従って測定された８０００～１５０００ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓの透湿度を有し
ている。
【請求項２】
　乾式微多孔質膜および／または乾式無孔質膜が、２層構造を有するものである請求項１
記載の透湿防水性布帛。
【請求項３】
　１００洗後の耐水圧保持率が６０％以上である、請求項１または２に記載の透湿防水性
布帛。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スポーツ、アウトドア用途等に好適に使用される透湿防水性布帛に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　透湿性と防水性とを併せ持つ透湿防水性布帛は、スポーツ衣料や防寒衣料などにおいて
、好適に用いられている。透湿性とは身体からの発汗による水蒸気を衣服外へ放出させる
性質であり、防水性は雨などの水分が衣服内に侵入するのを防ぐ性質である。
【０００３】
　このような透湿防水性布帛の構成としては、繊維布帛の片面にポリウレタン、ポリエス
テル、ポリアミド又はポリテトラフルオロエチレンなどの樹脂からなる微多孔質膜や無孔
質膜を形成した構成が広く知られている。
【０００４】
　微多孔質膜を得るためには、一般的に、湿式法が用いられる。しかしながら、湿式法に
より親水性樹脂を用いて該微多孔質膜を得る場合には、該親水性樹脂の凝固が遅いなどの
問題がある。そのため、疎水性の樹脂、例えばエステル系ポリウレタン樹脂などを用い、
凝固皮膜化することで微多孔湿膜を形成するという手法が採用されている。このようにし
て得られた疎水性の微多孔質膜の透湿度をＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法（塩化カルシ
ウム法）により測定すると、その透湿性は優れていることが認められる。しかしながら、
湿式法により微多孔湿膜を得る場合には、一般的に、装置コストや回収コストが高くなっ
たり、多量の水や地下水を必要とすることに起因して加工場の立地条件が制限されたりす
るという問題があった。
【０００５】
　一方、無孔質膜を得るためには、一般的に、乾式法が用いられる。しかしながら、疎水
性の樹脂を用いて乾式法により無孔質膜を得る場合には、透湿性などが不十分であるとい
う問題がある。そのため、親水性の樹脂、例えばエーテル系ポリウレタン樹脂などを用い
、乾燥皮膜化することで無孔質膜を形成するという手法が採用されている。乾式法により
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得られた親水性の無孔質膜の透湿度をＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ｂ－１法（酢酸カリウム法
）により測定すると、その透湿性に優れていることが認められる。加えて、前記の湿式法
より、コスト面などにおいて優れるという利点がある。しかしながら、乾式法により得ら
れた親水性の無孔質膜は、膨潤しやすいため、これを単に使用しただけでは得られる透湿
防水性布帛の外観が損なわれやすいという問題がある。
【０００６】
　より高い透湿防水性を得ることを目的として、例えば、特許文献１では、水膨潤性の高
分子材料を主成分とする樹脂膜層を含む透湿防水性布帛が提案されている。具体的には、
特許文献１の実施例１では、ポリエステル織物の片面に微多孔質膜を形成し、さらに１７
％の水膨潤度を有するポリウレタン樹脂を主成分とする無孔質膜を該微多孔質膜上に熱圧
着して、透湿防水性布帛を得ている。特許文献１で得られた透湿防水性布帛は、衣服やテ
ントなどの用途に用いられている。
【０００７】
　また、特許文献２では、繊維布帛上に１５～２５％の膨潤率を有する樹脂膜が形成され
、該樹脂膜上に０～１２％の膨潤率を有する別の樹脂膜が配された構成を有する、透湿防
水性ラミネート布帛の製造方法が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－２３９６２３号公報
【特許文献２】特開２００３－２０５７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１に記載された発明の場合、外気に曝される層が大きく膨潤す
る膜であるため、発汗した場合や洗濯回数が多くなったときには、膜の耐久性に加え透湿
防水性布帛の外観、品位が低下するという問題があった。一般に透湿防水性布帛の分野で
は、基材たる繊維布帛としてナイロン織物が多用されるが、特許文献１記載の発明におい
て、ポリエステル織物に代えてナイロン織物を適用すると、透湿防水性布帛の外観、品位
の低下は顕著となる傾向にある。
【００１０】
　また、特許文献２の場合は、高膨潤率の樹脂膜を低膨潤率の樹脂膜で被覆しているため
、外観が変化し難い透湿防水性ラミネート布帛が得られている。このような透湿防水性ラ
ミネート布帛は高い耐水圧を有するため、洗濯耐久性において優れるものである。しかし
ながら、樹脂膜として無孔質膜のみを使用しているため、透質性が十分でなく、特にＡ－
１法により測定される透湿性が十分でないという問題があった。
【００１１】
　本発明はこのような問題を解決するために、優れた耐水圧、透湿防水性および耐久性（
洗濯耐久性）を有し、激しい降雨時などにおいても、外観に優れた透湿防水性布帛を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者らは上記課題を解決する為に鋭意研究の結果、本発明に到達した。
　すなわち、本発明の趣旨は下記の通りである。
（１）繊維布帛の片面にポリウレタン系樹脂膜が形成され、以下の（I）～（V）を満足す
ることを特徴とする非膨潤性を有する透湿防水性布帛。
（I）ポリウレタン系樹脂膜は乾式微多孔質膜および乾式無孔質膜を含み、該乾式微多孔
質膜は繊維布帛に接する面に設けられており、該乾式無孔質膜が乾式微多孔湿膜における
繊維布帛と反対側の面に設けられている。
（II）乾式無孔質膜がエーテル系ポリウレタンを主成分とする。
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（III）乾式微多孔質膜がフッ素系撥水剤を含有している。
（IV）乾式無孔質膜が５～１５％の膨潤率を有し、かつ乾式微多孔質膜の膨潤率が乾式無
孔質膜の膨潤率より低いものである。
（V）６０～５００ｋＰａの耐水圧、ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法に従って測定され
た４０００～１００００ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓの透湿度、およびＪＩＳ　Ｌ－１０９９　
Ｂ－１法に従って測定された８０００～１５０００ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓの透湿度を有し
ている。
（２）乾式微多孔質膜および／または乾式無孔質膜が、２層構造を有するものである（１
）の透湿防水性布帛。
（３）１００洗後の耐水圧保持率が６０％以上である、（１）または（２）の透湿防水性
布帛。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の透湿防水性布帛は、乾式微多孔質膜と乾式無孔質膜とが積層されることにより
、優れた透湿防水性、耐水圧および耐久性を有するものである。また、風合いがソフトで
あり、布帛全体としては非膨潤性であるため外観の低下を抑制することができるという顕
著な効果を奏する。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明の透湿防水性布帛は、繊維布帛の片面にポリウレタン系樹脂膜が形成されてなる
ものである。そして、該ポリウレタン系樹脂膜は、乾式コーティング法により形成された
微多孔質膜（以下、乾式微多孔質膜）および乾式コーティング法により形成された無孔質
膜（以下、乾式無孔質膜）を含むものである。乾式微多孔質膜は繊維布帛上に設けられて
おり、乾式無孔質膜は乾式微多孔湿膜における繊維布帛の反対側の面に設けられている。
【００１５】
　本発明で用いられる繊維布帛としては、繊維からなる織物、編物又は不織布などがあげ
られる。該繊維としては、例えば、ナイロン６、ナイロン６６などのポリアミド系合成繊
維；ポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル系合成繊維；ポリアクリルニトリル
系合成繊維；ポリビニルアルコール系合成繊維などの合成繊維；トリアセテートなどの半
合成繊維；ナイロン６／綿、ポリエチレンテレフタレート／綿などの混合繊維などが挙げ
られる。なかでも、透湿防水性布帛の風合い、堅牢度の観点から、ポリアミド系合成繊維
が好ましく、透湿防水性布帛の防水性の観点からポリエステル系合成繊維が好ましい。な
お、同一規格の繊維布帛で比較した場合、ポリエステル系合成繊維を用いるとポリアミド
系合成繊維を用いる場合に比べ透湿防水性布帛の防水性を１０～２０％程度高めることが
できる。
【００１６】
　本発明においては、繊維布帛の片面にポリウレタン系樹脂膜を形成する前に、乾式微多
孔質膜を形成する樹脂が繊維布帛へ浸透することを抑制する目的で、繊維布帛の表面に撥
水加工が施されていることが好ましい。
【００１７】
　撥水加工は、繊維布帛に精練や染色などの処理を施した後、公知の方法にておこなうこ
とができる。その方法としては、特に制限されないが、パディング法、コーティング法、
グラビアコーティング法、スプレー法などが挙げられる。
【００１８】
　撥水加工に用いられる撥水剤としては、通常のものが挙げられ、例えば、パラフィン系
撥水剤、ポリシロキサン系撥水剤、フッ素系撥水剤などが挙げられる。なかでも、撥水耐
久性の観点からは、フッ素系撥水剤が好ましい。特に、環境面からは、炭素数が１～６の
パーフルオロアルキル基を主体とするパーフルオロオクタン酸非含有のフッ素系撥水剤が
特に好ましい。
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【００１９】
　なお、本発明でいうパーフルオロオクタン酸非含有のフッ素系撥水剤とは、以下のよう
な撥水剤を意味する。つまり、パーフルオロオクタン酸とその類縁物質、またはその前駆
体物質を含まない撥水剤を意味する。あるいは、高速液体クロマトグラフ質量分析装置に
より測定したとき、パーフルオロオクタン酸とその類縁物質、またはその前駆体物質を定
性することができない撥水剤を意味する。
【００２０】
　パーフルオロオクタン酸非含有のフッ素系撥水剤は、市販品も好適に使用することがで
き、例えば、旭硝子社製　商品名「アサヒガードＡＧ-Ｅ０６１」、「アサヒガードＡＧ-
Ｅ０８２」、「アサヒガードＡＧ-Ｅ５００Ｄ」；ダイキン工業社製　商品名「ユニダイ
ンＴＧ-５５２１」、「ユニダインＴＧ-５５４１」、「ユニダインＴＧ-５６０１」；ク
ラリアントジャパン社製　商品名「ＮＵＶＡ Ｎ２１１４ ＬＩＱ」、「ＮＵＶＡ Ｎ２１
１６ ＬＩＱ」などが挙げられる。
【００２１】
　また、撥水性を向上させる目的で、トリアジン化合物、イソシアネート化合物などを、
撥水剤と併用してもよい。なかでも、環境面からは、イソシアネート化合物が好ましい。
特に、撥水剤を水溶液とした場合の加工安定性の観点から、アセトオキシム、フェノール
、カプロラクタムなどでイソシアネート基をブロックした熱解離タイプのブロックイソシ
アネート化合物を併用するとよい。
【００２２】
　繊維布帛の表面に撥水加工を施す際の撥水剤の付与量は、繊維布帛全体に対して固形分
換算で０．１～３質量％が好ましく、０．３～２質量％がより好ましい。付与量が０．１
質量％未満であると、十分な撥水性能を付与することができない場合がある。一方、３質
量％を超えると、最終的に得られる透湿防水性布帛が硬くなって風合いが低下したり、繊
維布帛と乾式微多孔質膜との接着性が低下したり、最終的に得られる透湿防水性布帛の透
湿性能が低下するため好ましくない。
【００２３】
　さらに、上記と併せ繊維布帛を目潰し加工すると、ポリウレタン系樹脂の繊維布帛内部
への浸透をより抑えることができる。目潰し加工は、一般的な方法を用いて施されること
が可能である。例えば、公知のカレンダー機を用い、温度コントロール機能を持つ鏡面ロ
ールと、コットンロールまたはプラスチックロールとの間に、鏡面ロール側が、ポリウレ
タン系樹脂膜が形成される側となるように織物を走行させて、鏡面ロール側から目潰しを
おこなえばよい。
【００２４】
　本発明においては、上述のように、繊維布帛の片面に乾式微多孔質膜が形成され、続い
て乾式微多孔質膜上に乾式無孔質膜が形成されている。このような構成を有することによ
り、耐水圧および透水性に優れたものとなる。なお、乾式により微多孔質膜および無孔質
膜を形成することにより、コストを低減でき、加えて透湿性を向上させることができる。
【００２５】
　乾式微多孔質膜について以下に述べる。
　乾式微多孔質膜は、ポリウレタン樹脂を主成分とする。ポリウレタン樹脂以外の樹脂を
主成分として用いると、微多孔質膜が形成されない。ポリウレタン樹脂としては、従来公
知のものを使用することができ、例えば、ポリイソシアネート成分とポリオール成分とを
反応させて得られるポリウレタン樹脂が挙げられる。なお、本発明において、主成分とす
るとは、膜全体に対して７０質量％以上含有されていることを意味する。
【００２６】
　ポリイソシアネート成分としては、芳香族ジイソシアネート、脂肪族ジイソシアネート
、脂環族ジイソシアネートなどが挙げられる。具体的には、トリレン－２，４－ジイソシ
アネート、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、１，６－ヘキサメチレンジイ
ソシアネート又は１，４－シクロヘキサンジイソシアネートなどがあげられる。３官能以
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上のポリイソシアネートを使用してもよい。これらは単独で、あるいは２種以上を組み合
わせて用いられる。
【００２７】
　一方、ポリオール成分としては、例えば、ポリエーテルポリオールやポリエステルポリ
オールなどが挙げられる。ポリエーテルポリオールとしては、ポリエチレングリコール、
ポリプロピレングリコール又はポリテトラエチレングリコールなどが挙げられる。ポリエ
ステルポリオールとしては、エチレングリコールやプロピレングリコールなどのジオール
と、アジピン酸やセバチン酸などの二塩基酸との反応生成物や、カプロラクトンなどの開
環重合物、オキシ酸モノマーあるいはそのプレポリマーなどを用いることができる。
【００２８】
　乾式微多孔質膜を形成する方法は特に制限されないが、例えば、以下のような方法が挙
げられる。すなわち、乾式微多孔質膜を形成するための樹脂溶液を調製し、コンマコータ
やロールオンナイフコータなどの公知の手段を用いて該樹脂溶液を繊維布帛に塗布する。
その後、有機溶剤や水を蒸発させて、微多孔質膜を形成する方法が挙げられる。
【００２９】
　微多孔質膜を形成するための樹脂溶液としては、例えば、少量の乳化剤や親水性ポリウ
レタン樹脂等を使用して、メチルエチルケトンやトルエン等の有機溶剤中にポリウレタン
微粒子を乳化分散させたＷ／Ｏ型（油中水滴型）エマルジョンなどが使用できる。エマル
ジョン中のポリウレタン微粒子の粒子径としては、０．０５～５μｍ程度が好ましい。
【００３０】
　また、微多孔質膜形成用の樹脂溶液を塗布した後、水等を蒸発させて一旦製膜した後、
樹脂膜中から特定成分（溶出成分）を溶出させて、微多孔質膜を形成する方法も挙げられ
る。このような方法で用いられる樹脂溶液には、ポリウレタン微粒子を乳化剤等で水中に
分散させたＯ／Ｗ型（水中油滴型）エマルジョン、または乳化剤を用いることなく自己乳
化により分散させたＯ／Ｗ型エマルジョンのいずれかに溶出成分を加えたものが好適であ
る。上記溶出成分には、水、温水または熱水によって溶出し得る糊剤、澱粉または水溶性
ポリウレタン樹脂などを混合したものが用いられる。これらの成分は、製膜後、温度２０
～１００℃の水で、５～２０分間程度ソーピングすることにより溶出することができる。
【００３１】
　また、ポリウレタン樹脂を水および／または有機溶剤に溶解させた溶液に、ガス発泡剤
等を混入して、乾燥製膜時に発泡させることにより、乾式微多孔質膜を形成する方法も採
用できる。その他にも、ポリウレタン樹脂溶液に界面活性剤や起泡剤などを加え、安定的
に気泡を生じさせて、乾式微多孔質膜を形成する方法も採用できる。
【００３２】
　乾式微多孔質膜は、透湿防水性布帛の風合い向上に寄与できる一方、膜強度には劣る傾
向にある。そのため、膜強度の向上および繊維布帛との接着性の観点から、微多孔質膜を
形成する樹脂溶液の固形分中にイソシアネート系架橋剤を１～１２質量％含有させること
が好ましく、３～１０質量％含有させることがより好ましい。イソシアネート系架橋剤の
含有量が１質量％未満であると、微多孔質膜の強度や布帛本体との接着力の向上が期待で
きない場合がある。一方、１２質量％を超えると、微多孔質膜の風合いが硬くなる場合が
ある。
【００３３】
　イソシアネート系架橋剤としては、トリレン２，４－ジイソシアネート、ジフェニルメ
タンジイソシアネート、イソフォロンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネー
トなどが挙げられる。また、これらのジイソシアネートと、活性水素を含有する化合物と
の付加反応によって得られるトリイソシアネート類も用いられる。活性水素を含有する化
合物としては、例えば、トリメチロールプロパン、グリセリンなどが挙げられる。
【００３４】
　なかでも本発明では、イソシアネート系架橋剤として、微多孔膜形成用の樹脂溶液の安
定性およびポットライフの観点から、ブロックイソシアネートが好ましく使用できる。ブ
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ロックイソシアネートとしては、通常、熱処理によって解離するタイプが好ましく、具体
的には、フェノール、ラクタム、メチルケトオキシムなどで付加ブロック体を形成させた
ものが好適である。
【００３５】
　乾式微多孔質膜の厚みは、１０～１００μｍが好ましく、１５～６０μｍがより好まし
い。１０μｍ未満では、繊維布帛を完全に被覆できない場合があり、そのため耐水圧が不
十分となる場合がある。一方、１００μｍを超える場合は、耐水圧の向上効果が飽和する
ばかりか、Ａ－１法、Ｂ－１法のいずれで測定しても良好な透湿性が得られ難く、しかも
コストや風合い面に劣る場合がある。なお、乾式微多孔質膜が後述のように２層構造を有
する場合は、その厚みの合計を乾式微多孔質膜の厚みとする。
【００３６】
　本発明においては、乾式微多孔質膜がフッ素系撥水剤を含有することが必要である。か
かる撥水剤を含有させることで、得られる乾式微多孔質膜をより疎水化でき、膜の防水性
と共にその耐久性を向上させることができる。また、膜をより疎水化することで、布帛の
外観変化を抑えつつその耐久性を向上させることもできるという利点がある。
【００３７】
　撥水剤を乾式微多孔質膜に含有させる方法としては、乾式微多孔質膜を形成するための
樹脂溶液に撥水剤を含有させる方法が挙げられる。例えば、この樹脂溶液がＷ／Ｏ型（油
中水滴型）エマルジョンであれば、撥水剤を予め水に分散し、後にこれを油中に少しずつ
混合してエマルジョン化すればよい。また、該樹脂溶液がＯ／Ｗ型（水中油滴型)等の水
溶性タイプである場合は、撥水剤を直接樹脂溶液中に投入すればよい。
【００３８】
　撥水剤の添加量は、乾式微多孔質膜に対して固形分換算で０．５～１５質量％であるこ
とが好ましく、１～１２質量％がより好ましい。０．５質量％未満では得られる乾式微多
孔質膜が耐久性に乏しくなる場合があり、１５質量％を超えると耐久性向上効果が飽和し
、樹脂溶液の安定性も低下する場合がある。
【００３９】
　乾式微多孔質膜の膨潤率は、後述の乾式無孔質膜の膨潤率よりも低いことが必要である
。無孔質膜の膨潤率よりも高い膨潤率を有する場合には、透湿防水性布帛として膨潤しや
すいものとなり、布帛の良好な外観を維持する観点から好ましくない。
【００４０】
　微多孔質膜には、本発明の効果を損なわない範囲内で、必要に応じて、顔料、フィラー
、抗菌剤、消臭剤、難燃剤などの各種添加剤を含有させてもよい。
【００４１】
　次に乾式無孔質膜について説明する。乾式無孔質膜はエーテル系ポリウレタン樹脂から
構成される。本発明におけるエーテル系ポリウレタン樹脂は、膜とした際に適度な吸水・
保水性を発揮する。このため、得られる無孔質膜は適度な透湿性を発現しつつ、膨潤性が
抑えられたものとなる。
【００４２】
　本発明においては、前記乾式微多孔質膜を形成し、続いて、その上に乾式無孔質膜を積
層する。この積層は速やかに行なうのが好ましい。速やかに行なうことで乾式微多孔質膜
と乾式無孔質膜の接着性が向上し、最終的に得られる透湿防水性布帛の耐水圧や耐久性が
向上しやすいという利点がある。乾式無孔質膜の積層を、例えば乾式微多孔質膜の形成後
すぐにおこなわず、例えば、２～３日経過後に行ったときは、微多孔質膜の架橋が進んで
しまうことなどに起因して、両者の接着性が低下する場合がある。
【００４３】
　乾式無孔質膜の形成方法としては、特に制限されないが、例えば、有機溶剤を主溶媒と
し、ポリウレタン樹脂を主溶媒に溶解させた溶剤型ポリウレタン樹脂溶液を、コンマコー
タ、フローティングナイフコータ等を用いて塗布した後、有機溶剤を蒸発させることによ
り形成する方法が挙げられる。また、ポリウレタン微粒子を乳化剤などで水に分散させた
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Ｏ／Ｗ型エマルジョン、または乳化剤を用いることなく樹脂を自己乳化させたＯ／Ｗ型エ
マルジョンを、前記と同様の方法で塗布した後、水または有機溶剤を蒸発させることによ
り無孔質膜を形成する方法も採用できる。
【００４４】
　本発明では、エーテル系ポリウレタン樹脂を用いることで、乾式無孔質膜に適度な透湿
性を与えることができるが、透湿性をさらに向上させたい場合は、ポリエチレングリコー
ルやポリオキシプロピレン・ポリオキシエチレン共重合体などを含有するエーテル系ポリ
ウレタン樹脂を使用するとよい。ただし、当該ポリウレタン樹脂を含有させ過ぎると、無
孔質膜にタック感が発現したり、膜が大きく膨潤し結果として透湿防水性布帛の外観を損
ねたりすることがある。このため、当該樹脂を無孔質膜中に含有させる際は、良好な風合
い・外観が維持できるように含有量を調製することが好ましい。
【００４５】
　乾式無孔質膜の厚みとしては、２～１５μｍが好ましく、３～１３μｍがより好ましい
。２μｍ未満では耐水圧に劣る場合がある。一方、１５μｍを超えると優れた耐水圧を得
ることができるが、Ａ－１法により測定される透湿性が低下しやすくなるので好ましくな
い。なお、乾式無孔質膜が後述のように２層構造を有する場合には、その合計厚みを乾式
無孔質膜の厚みとする。
【００４６】
　乾式無孔質膜では、樹脂の組成によりその膨潤率が所定範囲に抑えられている。具体的
には５～１５％となる。ここで、膨潤率が５％未満、すなわち吸水・保水が過度にし難い
膜の場合は、透湿性が低下しやすく、具体的には、透湿防水性布帛として、Ｂ－１法によ
り測定される透湿性が８０００g/m2・２４hrsを下回ることがある。一方、膨潤率が１５
％を超える、すなわち大きく膨潤する膜の場合は、実用に供する際に、降雨時などに衣服
内部に水が浸透して外見上の見栄えが悪くなる等の不具合が生じる。
【００４７】
　また、高耐水圧を得るべく、乾式無孔質膜を例えば１０～１５μｍと厚く形成するとき
には、透湿防水性布帛の外観保持の観点から、無孔質膜の膨潤率は、３～１２％に抑える
のが好ましい。なお、本発明における膨潤率とは、厚み１０μｍのフィルム（２ｃｍ幅×
１５ｃｍ長）を温度２５℃の水に浸漬したときの長さ方向の膨潤率をいい、算出方法は実
施例において詳述する。
【００４８】
　乾式無孔質膜には、本発明の効果を損なわない範囲内で、必要に応じて、顔料、フィラ
ー、抗菌剤、消臭剤、難燃剤などの各種添加剤が含有されていてもよい。
【００４９】
　本発明において、上記の乾式微多孔質膜および／または乾式無孔質膜は、２層構造を有
するものでもよい。例えば、繊維布帛として密度が粗く樹脂が浸透しやすいものを適用す
る場合、１層目の乾式微多孔質膜として厚み５μｍ以下の薄膜を形成すれば、この膜が目
止めとなり、２層目の形成時において樹脂の浸透を抑えることができる。また、１層目の
表面に凹部を形成した上で、２層目の形成によりこれを平滑なものとすれば、繊維布帛と
乾式微多孔質膜との間の耐剥離性ばかりか、透湿防水性布帛の耐水圧をも向上させること
ができる。
【００５０】
　一方、乾式無孔質膜を２層構造とする場合、例えば、８～１５μｍ程度の厚い膜を積層
する場合に有効である。１回の塗布で所望の膜厚を確保しようとする場合、通常、クリア
ランスを設けることのできるコンマコータを使用するが、クリアランスを設けると、コー
ティング筋や塗布斑といった欠点が発生しやすくなる。この点、２回の塗布であれば、ク
リアランスを設ける必要がないダイレクト方式のナイフコータが使用でき、結果、均一な
膜が容易に形成できる。無孔質膜が均一なものであれば、乾式微多孔質膜との接着性は向
上するし、乾式無孔質膜の緊密性も向上するという利点がある。さらに、ピンホール等の
欠点が発生し難くなって、高耐水圧が得やすくなるという利点もある。
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【００５１】
　本発明の透湿防水性布帛は、布帛全体として膨潤し難いものである。
　具体的には、布帛の裏面（透湿防水性布帛において、ポリウレタン系樹脂膜が形成され
てない面）の一部に水をスプレーした後、表面から目視で観察し、水をスプレーしない場
合と比べ、外観変化が少ないほど膨潤し難いものと判断される。
【００５２】
　より具体的には下記方法で評価した場合、３級以上であれば、透湿防水性布帛として降
雨時や発汗時に着用しても、外見上の問題が少ないと想定される。
【００５３】
＜評価方法＞
　ＪＩＳ　Ｌ-１０９２　スプレー法に従って、下記の５段階評価を実施する。但し、ス
プレーする水の量は１００ｍｌとする。
　５級：スプレー部分の膨潤は少なく表面からは全く目立たない。
　４級：スプレー部分はやや膨潤しているが表面からは殆ど目立たない。
　３級：スプレー部分が膨潤しており表面から少し目立つ。
　２級：スプレー部分及びその周囲が明らかに膨潤しており表面からかなり目立つ。
　１級：スプレー部分及びその周囲が著しく膨潤しており表面から顕著に目立つ。
【００５４】
　本発明の透湿防水性布帛では、繊維布帛上に乾式微多孔質膜と乾式無孔質膜とが順次積
層されているため、防水性、透湿性が共に優れたものとなる。
【００５５】
　防水性は、耐水圧で評価する。具体的には、耐水圧として、６０～５００ｋＰａである
ことが必要であり、１００～５００ｋＰａであることがより好ましい。なお、耐水圧の測
定方法は、ＪＩＳ　Ｌ１０９２（高水圧法）に従って測定されるものである。
【００５６】
　一方、透湿性としては、ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法に従って測定される透湿性の
場合、４０００～１００００ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓであることが必要であり、６０００～
１００００ｇ/ｍ2・２４ｈｒであることがより好ましい。他方、Ｂ－１法に従って測定さ
れる透湿性の場合、８０００～１５０００ｇ／ｍ２・２４ｈｒｓであることが必要である
。いずれの測定法であっても透湿性の範囲が上記範囲を下回ると、樹脂膜表面が結露しや
すく、衣料としたときの着衣快適性が低下し、一方で上記範囲を上回ると、所望の防水性
が得られない。
【００５７】
　また、本発明の透湿防水性布帛は、１００洗後の耐水圧保持率が６０％以上であること
が好ましく、８０％以上であることがより好ましい。所望の耐水圧保持率を得ることは、
樹脂の種類になどにもよるが、一般に乾式微多孔質膜中にフッ素系撥水剤を含有させるこ
とにより可能である。また、乾式無孔質膜の厚みを５μｍ以上とすることが、かかる耐水
圧保持率の向上に有利である。なお、耐水圧保持率の測定方法においては、実施例におい
て詳述する。
【００５８】
　本発明に係る透湿防水性布帛は、各種衣料素材としてはもちろんのこと、フィルター用
途などにも使用しうるものである。また、耐水圧、透湿防水性、耐久性および外観に優れ
ているので、スポーツ衣料や防寒衣料の他、テント等の登山用具等の素材として、さらに
、透湿防水性の必要な各種製品の素材としても使用しうるものである。
【実施例】
【００５９】
　次に、実施例により本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれらによって限定
されるものではない。
なお、実施例、比較例で得られた布帛の物性評価は、次の方法で行った。
【００６０】
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（１）耐水圧
ＪＩＳ　Ｌ－１０９２（高水圧法）に準じて測定した。
【００６１】
（２）耐水圧保持率
　ＪＩＳ　Ｌ－０２１７（１０３法）に準じた洗濯を１００回繰り返した後の布帛の耐水
圧（Ｂ）を測定し、下記式に準じて洗濯前の耐水圧（Ａ）に対する洗濯後の耐水圧（Ｂ）
の保持率を算出し、この値を布帛の耐水圧保持率とした。
耐水圧保持率（％）＝（Ｂ／Ａ）×１００
【００６２】
（３）透湿度
　ＪＩＳ　Ｌ－１０９９　Ａ－１法（塩化カルシウム法）及びＢ－１法（酢酸カリウム法
）に準じて測定した。
【００６３】
（４）耐剥離性
　ＪＩＳ　Ｌ-１０８９法に準じ、経方向の樹脂膜の剥離強度を測定した。
【００６４】
（５）乾式無孔質膜の膨潤率
　離型紙（リンテック社製、１３０ＴＰＤ（商品名））の離型面に、各処方液を厚み１０
μmになるようフィルムを作成。一昼夜放置後、縦×横のサイズを２ｃｍ×１５ｃｍにカ
ットしたフィルムを温度２５℃の水に浸漬したときの縦方向の膨潤度合いを膨潤率（％）
とした。
　膨潤率（％）＝（膨潤後の長さ－１５）/１５×１００
【００６５】
（６）透湿防水性布帛の外観変化
　既述の手法に基づき評価した。すなわち、ＪＩＳ　Ｌ-１０９２　スプレー法に準じ、
上記５段階で透湿防水性布帛の外観変化を評価した。
【００６６】
（７）風合い
　ハンドリングにて、下記４段階で評価した。
　◎：非常にソフトである。
　○：ソフトである。
　△：やや硬い。
　×：硬い。
【００６７】
（実施例１）
　経糸、緯糸の双方に、ナイロン６マルチフィラメント７８ｄｔｅｘ／６８ｆを用いて、
経糸密度１１５本／２．５４ｃｍ、緯糸密度９５本／２．５４ｃｍの平組織織物を製織し
た。得られた織物を精練した後、酸性染料（日本化薬社製「Ｋａｙａｎｏｌ Ｂｌｕｅ Ｎ
２Ｇ」）１．０％ｏｍｆを用いて染色した。その後、織物に、下記処方１に示すフッ素系
撥水剤エマルジョンの６質量％水分散液をパディング法（ウェットピックアップ率４０％
）にて付与した後、乾燥後、１７０℃×４０秒間熱処理した。続いて、鏡面ロールを有す
るカレンダー加工機を用いて、温度１７０℃、圧力３００ｋＰａ、速度３０ｍ／分の条件
で織物を目潰し加工した。
【００６８】
（処方１）
　アサヒガードＡＧ－Ｅ５００Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　６０質量部
（旭硝子社製、フッ素系撥水剤エマルジョン）
　メイカネート　ＷＥＢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
（明成化学工業社製、ブロックタイプイソシアネート）
　イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０質量部
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　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９２０質量部
【００６９】
　次に、下記処方２に示す組成のＷ／Ｏ型ポリウレタンエマルジョン（固形分濃度１４質
量％）を調製するにあたり、まず、ハイムレンＡＴＸ－１０（商品名）と、レザミンＸ（
商品名）とメチルエチルケトン／トルエン混合溶媒とを混ぜ合わせて混合樹脂溶液とした
。続いて、ディスパー型攪拌機を用いてこれを５００ｒｐｍで回転攪拌させながら、水／
メチルエチルケトン混合溶媒を上記混合樹脂溶液中に３分程度の間隔を空けて２回投入し
、さらに、水／フッ素系撥水剤エマルジョン混合液を３分程度の間隔を空けて２回投入す
ることで、Ｗ／Ｏ型ポリウレタンエマルジョン（フッ素系撥水剤を２質量％含有）を得た
。このエマルジョンの粘度は８０００ｍＰａ・ｓ／２５℃であった。
【００７０】
次に、織物の目潰し加工面に得られたＷ／Ｏ型ポリウレタンエマルジョンをコンマコータ
にて塗布量１８０ｇ／ｍ2にて塗布し、その後、８０℃で３分間乾燥することで、微多孔
質膜を形成した。なお、微多孔質膜の厚みは約４５μｍであった。
【００７１】
（処方２）
ハイムレンＡＴＸ－１０（商品名）　　　　　　　　　　　１００質量部　
（大日精化工業社製、固形分２６質量％のＷ／Ｏ型用ポリウレタン樹脂）
レザミンＸ（商品名）　　　　　　　　　　　　　　　　　２質量部
（大日精化工業社製、イソシアネート系架橋剤）
メチルエチルケトン／トルエン　　　　　　　　　　２０質量部／２５質量部
水／メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　２５質量部／５質量部
水／アサヒガードＡＧ－Ｅ０８１（商品名）　　　　　２０質量部／２質量部
（アサヒガードＡＧ－Ｅ０８２（商品名）：旭硝子社製、固形分３０質量％のフッ素系撥
水剤エマルジョン）
【００７２】
　引き続き、ディスパー型攪拌機を用いて３００ｒｐｍで各組成を回転攪拌することによ
り、下記処方３に示す組成の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液を調製した。この樹脂溶液の固
形分濃度は２２質量％、粘度は４０００ｍＰａ・ｓ／２５℃であった。
【００７３】
　その後、前記微多孔質膜上にこの樹脂溶液をフローティングナイフコータにて塗布量２
０ｇ／ｍ2にて塗布後、１００℃で２分間乾燥し、厚み４～５μmの無孔質膜を形成し、さ
らに１７０℃で１分間セット加工し、本発明の透湿防水性布帛を得た。なお、このときの
無孔質膜の膨潤率は５％であった。
【００７４】
（処方３）
ハイムレンＹ２３７ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　　　１００質量部　
（大日精化工業社製、固形分２５％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５質量部
【００７５】
（実施例２）
　処方３に代えて下記処方４に示す組成の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液（固形分濃度２２
質量％、粘度３５００ｍＰａ・ｓ／２５℃）を用いる他は、実施例１と同一の方法により
、本発明の透湿防水性布帛を得た。なお、このときの無孔質膜の膨潤率は１０％であった
。
【００７６】
（処方４）
ハイムレンＹ２３７ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　　　　　５０質量部　
（大日精化工業社製、固形分２５質量％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
ハイムレンＹ２６１-１ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　　 　５０質量部　
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（大日精化工業社製、固形分３０質量％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５質量部
【００７７】
（実施例３）
　処方３に代えて下記処方５に示す組成の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液（固形分濃度２２
質量％、粘度３０００ｍＰａ・ｓ／２５℃）を用いる他は、実施例１と同一の方法により
、本発明の透湿防水性布帛を得た。なお、このときの無孔質膜の膨潤率は１４％であった
。
【００７８】
（処方５）
ハイムレンＹ２６１-１ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　　　　１００質量部　
（大日精化工業社製、固形分３０質量％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　３５質量部
【００７９】
（実施例４）
　経糸としてポリエステルマルチフィラメント１５６ｄｔｅｘ／６８ｆ、緯糸としてポリ
エステルハイマルチフィラメント１５６ｄｔｅｘ／１３６ｆを用いて、経糸密度８６本／
２．５４ｃｍ、緯糸密度７０本／２．５４ｃｍの平組織織物を製織した。得られた織物を
精練した後、分散染料（ダイスタージャパン社製「Ｄｉａｎｉｘ Ｂｌｕｅ ＵＮ-ＳＥ」
）０．５％ｏｍｆを用いて染色した。その後、実施例１と同様にして織物を撥水加工及び
目潰し加工した。
【００８０】
　次に、下記処方６に示す組成のＷ／Ｏ型ポリウレタンエマルジョン（固形分濃度１６質
量％）を調液するにあたり、まず、ＸＯＬＴＥＸ　ＰＸ－５５０（商品名）と、メチルエ
チルケトン／トルエン混合溶媒とを混ぜ合わせて混合樹脂溶液とした。続いて、ディスパ
ー型攪拌機を用いてこれを１０００ｒｐｍで回転攪拌させながら、水／メチルエチルケト
ン混合溶媒を上記混合樹脂溶液中に３分程度の間隔を空けて２回投入し、さらに、水／フ
ッ素系撥水剤エマルジョン混合液を３分程度の間隔を空けて２回投入することで、Ｗ／Ｏ
型ポリウレタンエマルジョン（フッ素系撥水剤を２.１質量％含有）を得た。このエマル
ジョンの粘度は６５００ｍＰａ・ｓ／２５℃であった。
【００８１】
　次に、織物の目潰し加工面に得られたＷ／Ｏ型ポリウレタンエマルジョンをコンマコー
タにて塗布量１６０ｇ／ｍ2にて塗布し、その後、８０℃で３分間乾燥することで、微多
孔質膜を形成した。なお、微多孔質膜の厚みは約４５μｍであった。
【００８２】
（処方６）
ＸＯＬＴＥＸ　ＰＸ－５５０（商品名）　　　　　　 １００質量部　
（ＤＩＣ社製、固形分３１質量％のＷ／Ｏ型用ポリウレタン樹脂溶液）
レザミンＸ（商品名）　　　　　　　　　　　　　　　　 ２質量部
（大日精化工業社製、イソシアネート系架橋剤）
メチルエチルケトン／トルエン　　　　　　　　　　　 ２０質量部／２５質量部
水/メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　  ２５質量部／５質量部
水/アサヒガードＡＧ－Ｅ０８２（商品名）　　　　　　２５質量部／３質量部
（アサヒガードＡＧ－Ｅ０８２（商品名）：旭硝子社製、固形分２０質量％のフッ素系撥
水剤エマルジョン）
以降は、実施例２と同様に行い、本発明の透湿防水性布帛を得た。
【００８３】
（実施例５）
　微多孔質膜を２層構造のものとする他は、実施例４と同一の方法により、本発明の透湿
防水性布帛を得た。ここで、微多孔質膜の形成は以下の方法による。すなわち、織物上に
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、Ｗ／Ｏ型ポリウレタンエマルジョンをフローティングナイフコータにて塗布量１０ｇ/
ｍ2にて塗布し、その後、８０℃で１分間乾燥することで、目止めとしての薄膜（１層目
）を形成した。そして、かかる薄膜上に、同エマルジョンをコンマコータにて塗布量１５
０ｇ／ｍ2にて塗布し、その後、８０℃で３分間乾燥することで、厚膜（２層目）を形成
した。
【００８４】
　なお、１層目の表面が平滑なものであったため、２層目を精度良く形成することができ
た。微多孔質膜の厚み（２つの層の合計）は約４５μmであった。
【００８５】
（実施例６）
　処方４に代えて下記処方７に示す組成の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液（固形分２４質量
％、粘度４８００ｍＰａ・ｓ／２５℃）を用いると共に、塗布量を３５ｇ/ｍ2に変更して
、厚み８～９μmの無孔質膜を形成する他は、実施例５と同一の方法により、本発明の透
湿防水性布帛を得た。なお、このときの無孔質膜の膨潤率は１０％であった。
【００８６】
（処方７）
ハイムレンＹ２３７ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　　　　　５０質量部　
（大日精化工業社製、固形分２５質量％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
ハイムレンＹ２６１-１ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　     ５０質量部　
（大日精化工業社製、固形分３０質量％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６質量部
【００８７】
（実施例７）
　処方４に代えて下記処方８に示す組成の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液（固形分２５質量
％、粘度６０００ｍＰａ・ｓ／２５℃）を用いると共に、塗布量を５０ｇ/ｍ2に変更して
、厚み１３μmの無孔質膜を形成する他は、実施例４と同一の方法により、本発明の透湿
防水性布帛を得た。なお、このときの無孔質膜の膨潤率は１０％であった。
【００８８】
（処方８）
ハイムレンＹ２３７ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　　　　５０質量部　
（大日精化工業社製、固形分２５質量％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
ハイムレンＹ２６１-１ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　　 ５０質量部　
（大日精化工業社製、固形分３０質量％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８質量部
【００８９】
（実施例８）
　無孔質膜上に処方７に示す組成の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液をフローティングナイフ
コータにて２０ｇ/ｍ2塗布後、１００℃で２分間乾燥し、厚み４～５μmの無孔質膜を形
成し、さらに、１７０℃で３０秒間セット加工し、本発明の透湿防水性布帛を得た。なお
、無孔質膜の厚み（２つの層の合計）は約１３μmであった。
【００９０】
（比較例１）
　処方２中のアサヒガードＡＧ－Ｅ０８１（商品名）を省く他は、実施例１と同一の方法
により、透湿防水性布帛を得た。
【００９１】
（比較例２）
　微多孔質膜を形成せずに織物上に直接無孔質膜を形成する他は、実施例１と同一の方法
により、透湿防水性布帛を得た。
【００９２】
（比較例３）
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　無孔質膜を形成しない他は、実施例１と同一の方法により、透湿防水性布帛を得た。
【００９３】
（比較例４）
　処方６中のアサヒガードＡＧ－Ｅ０８２（商品名）を省く他は、実施例４と全く同一の
方法により、透湿防水性布帛を得た。
【００９４】
（比較例５）
　微多孔質膜を形成せずに織物上に直接無孔質膜を形成する他は、実施例４と同一の方法
により、透湿防水性布帛を得た。
【００９５】
（比較例６）
　無孔質膜を形成しない他は、実施例４と同一の方法により、透湿防水性布帛を得た。
【００９６】
（比較例７）
　処方４に代えて下記処方９に示す組成の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液（固形分２６質量
％、粘度８０００mＰ・ｓ／２５℃）を用いると共に、厚みを約２０μmに変更して無孔質
膜を形成する他は、比較例５と同一の方法により、透湿防水性布帛を得た。
【００９７】
（処方９）
ハイムレンＹ２３７ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　　　 　５０質量部　
（大日精化工業社製、固形分２５％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
ハイムレンＹ２６１-１ＮＳ（商品名）　　　　　　　　　　　５０質量部　
（大日精化工業社製、固形分３０％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　５質量部
【００９８】
（比較例８）
　処方３に代えて下記処方１０に示す組成の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液（ディスパー型
攪拌機にて３００ｒｐｍで調製、固形分濃度２１質量％、粘度４０００ｍＰａ・ｓ／２５
℃）を用いる他は、実施例１と同一の方法により、透湿防水性布帛を得た。なお、このと
きの無孔質膜の膨潤率は０％であった。
【００９９】
（処方１０）
ハイムレンＮＰＵ－５（商品名）　　　　　　　　　１００質量部　
（大日精化工業社製、固形分２５％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
トルエン／イソプロピルアルコール　　　　　　　　　１０質量部/１０質量部
【０１００】
（比較例９）
　処方３に代えて下記処方１１に示す組成の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液（ディスパー型
攪拌機にて３００ｒｐｍで調製、固形分濃度４０質量％、粘度４２００ｍＰａ・ｓ／２５
℃）を用いると共に、塗布量を１０ｇ/ｍ2に変更して、厚み４～５μmの無孔質膜を形成
する他は、実施例１と同一の方法により、透湿防水性布帛を得た。なお、このときの無孔
質膜の膨潤率は２０％であった。
【０１０１】
（処方１１）
ハイムレンＹ２６５－２（商品名）　　　　　　　　　　１００質量部　
（大日精化工業社製、固形分５０％の溶剤型ポリウレタン樹脂溶液）
メチルエチルケトン／Ｎ，Ｎ-ジメチルホルムアミド　　 　２０質量部／５質量部
【０１０２】
　上記実施例及び比較例で得られた各布帛の性能を下記表１に示す。
【０１０３】



(15) JP 2012-201042 A 2012.10.22

10

20

30

【表１】

【０１０４】
　表１の結果から明らかなように、本発明の透湿防水性布帛は、製法が乾式法でありなが
ら、従来にない高度な透湿防水性能や洗濯耐久性などを有し、かつ、布帛としては非膨潤
性であり、実用面でも優れていることが確認できた。これに対し、比較例１、４の布帛は
略良好な性能を有しているものの、本発明のものより耐水圧保持率がやや劣る結果となっ
た。さらに、比較例２、３、５及び６では、無孔質膜又は微多孔質膜の一方のみしか形成
されていないため、特に耐水圧が非常に劣るものであった。さらに、比較例７は透湿度や
風合いの点で、比較例８はＢ－１透湿度の点で、比較例９は外観変化の保持の点で、それ
ぞれ難点があった。
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